
　　　　　 私達の裁判員制度を知ろう！
宮城県仙台第三高等学校　普通科 26班

１．背景と目的  
 
裁判員制度  
刑事裁判に国民から選ばれた裁判員が参加する制度。 
目的は、１.国民が司法制度に参加する 
　　　　２.国民の価値観を司法に反映させること 
令和４年より裁判員に選ばれる年齢が18歳以上に引き下げられたことにより、高校
生でも裁判員になる可能性がうまれた。 
 
現状を調べた結果、裁判員に選ばれたが辞退している人は年々増加していること
がわかった。また、出席率も減少傾向にあることがわかった。 
(下図1,2参照） 
 
そのような現状を、高校生の立場から解決したいと考え、探求を行った。 
 

  
 

３．研究  
 
インターネット上にあった裁判員制度に関するカードゲームの 
特徴を調べ、カードゲームを作成するうえで、どのような要素が必要かを 
研究した。 
 
私達の目的 
証拠や証言をもとに判決を下すという、裁判員の仕事の一連の流れを 
体験させる。 
 
 
裁判員裁判ゲーム  
中学生、高校生を対象としてつくられた、刑事事件についての議論を、 
比較的手軽に行うことのできるカードゲーム。 
　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．先行研究、考察  
 
先行研究により、裁判員制度を辞退した理由をみた結果、、裁判員としての職務を
全うできるかどうかに関して、多くの人が不安をいだいており、ハードルが高くなって
しまっていることがわかった。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　 

                                                               
                                                           
                                              
 
　　　　　　　　　　　    　　⇓　⇓　⇓ 
　　　　 
　　　私達は裁判員制度及び裁判についての理解度が低いのでは？  
 
  そこで… 
　　 
 若者を中心に裁判員制度について理解し、身近に感じてもらうために 
 
 

５．まとめ
 
出前授業を通じて、中学生に裁判員制度に対して考える機会を与えることができ
た。これにより、若者の裁判員制度への理解を高めるという我々の目的を達成する
ことができた。 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（裁判に関する教育の場を設ける）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　+
（主体的に楽しんでもらえるような活動を行う）  
               　　　　　　⇒カードゲーム  

４．活動結果  
 
4月22日、鶴ケ谷中学校にて、中学三年生に向けて、実際に自分たちが制作した
カードゲームを用いて、出前授業を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本ゲームでは実際の裁判員裁判で用いるような冒頭陳述メモの再現版を生徒に見
せて特徴を出し合うという活動や、他の事件の判例をもとに取り扱った事件の量刑
を話し合いで決めてもらうといった実際の裁判で行うようなことを体験してもらった。 

https://www.saibanin.courts.go.jp/vc-files/saibanin/file/bunseki-1.pdf

